
事業概要

21世紀の森公園周辺エリア活用推進事業
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■事業の⽬的
「21世紀の森公園周辺エリア活⽤推進事業」は、公募設
置管理制度（Park-PFI）を活⽤して、21世紀の森公園に
新しいサービスを提供するとともに園内施設整備を実施
することで、名護湾沿岸基本計画で掲げられた「誰もが”
健幸”になれる海と陸のスポーツ＆レクリエーション拠
点」を実現し、地元住⺠の⽇常的な公園利⽤と、観光客
の誘致を図ることで、当該エリアを核とした地域活性化
を⽬的としています。

■施設概要

21世紀の森公園
（名護浦公園）名称

名護市宮⾥⼆丁⽬1番所在地

26.0ha
うち事業区域 約2.2ha⾯積

総合公園公園種別

備考名称№備考名称№

・防衛省補助により整備モデル花壇⑬
・H24供⽤開始
・年間4.9万⼈利⽤
（R4実績︓3.5万⼈）

あけみお
SKYドーム①

・年間1.7万⼈利⽤
（R4実績︓9千⼈）
※申請ありの利⽤者

野外ステージ⑭
・H12年築
・年間約1千⼈利⽤
（R4実績︓6千⼈）

国際交流
会館②

・スケートボード利⽤
・3on3バスケット利⽤

多⽬的
プレーゾーン⑮・R2度供⽤開始

・イベント時使⽤想定
屋外投球
練習場・
前広場

③

・年間1万⼈利⽤
（R4実績︓1万⼈）少年野球場⑯

・R1年築
・1〜2⽉︓プロ野球キャン
プ
・3⽉︓⼤学野球合宿

市営球場④

・H1年供⽤開始
・年間1千⼈利⽤
（R4実績︓1千⼈）

ゲート
ボール場⑰

・S53年供⽤開始
・年間4千⼈利⽤
（R4実績︓6千⼈）

第⼆球場⑤

・S59年供⽤開始
・年間3.6万⼈利⽤
（R4実績︓3.8万⼈）

テニスコート⑱
・年間1万⼈利⽤想定
（R4実績︓4千⼈）
・2⾯整備中
・R3年︓1⾯完成予定

サッカー・
ラグビー場⑥

・H6年建築
・年間3万⼈利⽤
（R4実績︓9千⼈※利⽤
制限あり）

労働福祉
センター⑲・H11年供⽤開始イベント

ドーム⑦

（R4実績︓260⼈）相撲場⑳・温⽔機能なしビーチハウス⑧

・H3年供⽤開始
・年間4.7万⼈利⽤
（R4実績︓3.1万⼈）

21世紀の森
屋内運動場㉑・年間9千⼈利⽤

（R4実績︓1千⼈）
BBQ
広場⑨

・H2年築
・年間10万⼈利⽤
（R4実績︓11万⼈）

21世紀の森
体育館㉒浮島⑩

・R8年供⽤開始予定⼤型遊具㉓・利⽤可能期間4⽉〜9⽉
・クラゲネットあり

⼈⼯ビーチ
遊泳エリア⑪

・公園内散⽔に利⽤
・管理に補助⾦活⽤
※松くい⾍防除事業

池・松林⑫

１．事業の目的、公園概要
※公園の駐⾞場台数は、参考資料９参照



２．過年度からの検討経緯
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実施内容（■計画策定、●実証実験、△事業者ヒアリング）年度

■名護湾沿岸基本計画(R3.3)の策定
⇒有識者懇談会の下に３つの作業部会を設置して検討（①21 
世紀の森公園周辺エリア利活⽤作業部会、②名護漁港周辺エリ
ア利活⽤検討作業部会、③名護湾沿岸公共施設更新等検討作業
部会）

R２年度

●トライアルサウンディング（その１）R３年度

●トライアルサウンディング（その２）
△マーケットサウンディング
■２１世紀の森整備計画改訂(R5.3)の策定

R４年度

△事業者ヒアリング(6⽉)R５年度

・名護湾沿岸基本計画における「21世紀の森公園周辺エリア」の長期将
来像は、市役所庁舎・市民会館の跡地利用の検討をもとに21世紀の森
公園と連携した本市の新たな顔となるレクリエーションゾーンとして位置
付けられている。
・交通ネットワークも大きく変化(P.6参照)し、将来的に通過交通の増加
が懸念されるため、今回のP-PFI事業において、長期将来像を意識した
整備をする必要がある。

■名護湾沿岸基本計画(R3.3)の策定

＜ゾーニング＞

■検討経緯

●21世紀の森体育館の更新検討

●名護漁港・中心市街地
のまちづくりの実施

●交通結節点の整備
・鉄軌道ターミナルの整備
・市内外への移動手段の充実
・駐車場の整備 など

●物産拠点の整備
・やんばるの名産品がそろう物産・飲食施設
・魚食の振興施設 など

●名護湾沿岸の新たな滞在・観光拠点の例※

・２１世紀の森と一体となった緑の育成
（新たな市のシンボルとなるガジュマル等）

・夕日の眺望スポットの整備
・キャンプ場の整備
・ビジターハウス（キャンプ用品等の貸出）
・温浴施設・シャワールーム等の整備
・市民活動の拠点となる施設 など

※ 移転する場合：上記例のとおり跡地活用 等

移転しない場合：現在の機能を維持

＜21世紀の森エリアの整備計画(⻑期)＞

出典︓名護湾沿岸基本計画(R3.3)

《R4年度利⽤者数実績》
※スポーツゾーン︓約24万⼈
※レクリエーションゾーン︓約２万⼈
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・今回のP-PFI事業は、名護湾沿岸基本計画のロードマップの中で、短期目標期間中に整備され、中期・長期に渡って推進す
る事業となるため、長期的に適切な事業とする必要がある。

出典︓名護湾沿岸基本計画(R3.3)より⼀部抜粋

２．過年度からの検討経緯（名護湾沿岸基本計画におけるロードマップ）

長期中期短期
現年度

市
担当課

主な
実施主体

整備内容等
項
目

エ
リ
ア

11年目以降10年目9年目8年目7年目6年目5年目4年目3年目2年目1年目

令和13年度以降
（2031～）

令和12年度
（2030）

令和11年度
（2029）

令和10年度
（2028）

令和9年度
（2027）

令和8年度
（2026）

令和7年度
（2025）

令和6年度
（2024）

令和5年度
（2023）

令和4年度
（2022）

令和3年度
（2021）

令和2年度
（2020）

振興対策室
名護市/
民間

レクリエーションゾーンの充実
・自走式駐車場等の整備
・カフェ等飲食施設の整備
・水遊び場の整備
・大型遊具の整備
・キャンプサイト等の整備
（Wi-Fi含む）

・BBQ施設の機能強化など

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

21
世
紀
の
森
エ
リ
ア

総務課

文化スポーツ
振興課

地域力推進課

社会福祉課

財政課

名護市/
民間

市役所庁舎・市民会館の更新
及び跡地活用（移転の場合）

こども
家庭部PT

名護市児童センターの移転

設計〜施⼯〜供⽤実証実験を通じた
配置・整備スキーム等の検討

更新（移転を含む）検討

建物のリノベーション⼜は跡地活⽤の
⽅向性検討〜設計〜施⼯〜供⽤

移転先での設計〜施⼯〜供⽤基本構想・
合意形成

基本
計画

※移転の場合

移転計画（移転地での設計・施⼯・供⽤） 跡地活⽤解体

P-PFI事業（R6〜26）
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２．過年度からの検討経緯（R3～4年度の検討結果）

出典︓庁内WG資料(R5年3⽉ )

P-PFI事業で整備する公募対象公園施設
の⽅向性は、宿泊施設等の収益性のみ
を重視するのではなく、市⺠も観光客
も⽇常的に楽しめる観光スポットを整
備する⽅針とする。

・事業手法として、「P-PFI＋管理許可」を採用しているため、今後20年間は今回選定された民間事業者が21世紀の森
の対象エリアで事業を実施することが想定される。

出典︓R4年度21世紀の森エリア活⽤検討業務報告書

【R3年度】
21世紀の森公園の⽬指すべき姿を検討し、
トライアルサウンディング及び事業⼿法の
検討を実施

【R４年度】
トライアルサウンディング及びマー
ケットサウンディングを実施



３．事業対象範囲の整備目的
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1.21世紀の森公園の魅⼒向上
• 魅⼒向上の⽅向性は、観光客が滞在する拠点(ホテル・別荘等)整
備ではなく、「市⺠が⽇常的に利⽤して楽しい」「観光客が訪れ
て貴重な体験ができる」といった集客の核となるスポットを整備
し、様々な⼈に訪れてもらい、賑わいを創出する。

2.名護市の維持管理費の削減
• これまで直営や委託業務として維持管理を⾏ってきたが、P-PFI
＋管理許可という事業⼿法を採⽤することで、名護市の⼈材や財
源の負担軽減を図る。

• 21世紀の森公園は、⼣⽇を望める⼈⼯ビーチを有し、名護市の中⼼市街地に⽴地するた
め、とてもポテンシャルが⾼い場所である。

• しかしながら、現在の利⽤状況を確認するとスポーツ利⽤や市⺠の憩いの場として、利
⽤者が限定されている状況である。

• また、今後の⾼規格道路ネットワークの整備状況により、那覇⽅⾯から本部⽅⾯への⼈
流が増えると想定されるため、⽴ち寄り観光の⽬的地となることが必要である。

• そのため、⺠間の活⼒を活⽤して、以下の⽬的を実現する。

• 過年度からの検討経緯を踏まえて、本事業の⽬的を以下のとおり⽰す。
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R3.7月全線
供用開始
(暫定2車)

21世紀の森公園
許田ICから名護東道

路へ直結する高規格
道路が調査中

• 名護東道路が令和３年７月に全線開通し、今後、許田ＩＣからの直結する連絡路や本部方面への延伸が計画されている。

（高規格道路ネットワーク上は）
那覇方面からの観光客が、名護市街地をより通
過してしまう道路ネットワークとなる。

立ち寄り観光の減少が想定されるため、より観光
の目的地となる場所が必要である。

名護市における新たな観光の目的地としては、交
通アクセスや現在のインフラ投資の状況を考える
と、名護湾沿岸整備計画に位置付けている「21世
紀の森公園周辺エリア」及び「名護漁港周辺エリ
ア」が最も望ましいと考える。

将来の高規格道路ネットワークができた時点で、
那覇方面から本部方面に行く人が増えると想定さ
れるので、『名護市に面白い観光スポットがある』
『帰りに寄ってみよう』となることが必要。

出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画(R3.3)

【沖縄ブロック広域道路ネットワーク計画図(案)】

４．今後の名護市周辺の高規格道路ネットワークの状況


